
         ５月に植えた野菜たちも、すっかり収穫時期を迎えました！ 

        しかし！！せっかく実った野菜たちは次々とカラスの胃袋の中へ… 

カラス除けネットをしたり、カラスが届かない背丈に野菜をくくったりし、ようやく 

人が食べられるようになりました(笑)たいむ来室日にタイミング良く実っていたらまだ 

収穫ができますよ！そして、育ててはいないけれど自生しているシソも皆さん収穫して帰られます♪夏の食卓

には欠かせない薬味でもありますよね(*^-^*)たいむにお越しの際には、ぜひ収穫して帰ってください♪ 

       7月は学生ボランティアもいたので、感触あそびを取り入れました！学生と一緒に寒天あそび 

を行い、ヒンヤリ、ぷにぷに、ぐちゃぐちゃを体験しました。はじめは型抜き、次にバターナイフ 

で切ったり、スプーンですくって容器に移したり、次第に豪快に手でぐちゃぐちゃし始めたり腕 

までかけたりと長い子は最初から最後まで約１時間半あそんでいました！！ 

 

梅雨が明け、学園内では様々な虫の声が聞かれるようになりました。先週、学園の坂を降っていると

きに、今年はじめてヒグラシの♪カナカナカナカナという声が聞こえたので、嬉しくてスマホの音声機

能で録音をしてしまいました。 

感染防止対策のため保育園・幼稚園でのプールあそびができないところが多いようですが、みなさん

は夏休みをどのように過ごしていますか？タライに水をいれて水浴びしたり、ホースでシャワーをした

り、たいむでは寒天あそびなどもしていますが、身近な環境でも遊べる工夫をお聞きしたいです。 

わが家では、初夏から暗闇おさんぽを楽しんでいます。夜は日差しがない分だけ涼しく、昼間には

感じられない匂いや音に耳を傾けながら、小さな公園ではセミの羽化を観察しています。虫好きでな

くても、神秘的なセミの羽化の姿には感動すると思いますのでオススメです。 

         記：池谷 

 

 

◆緊急事態宣言中のたいむの開室について◆ 

 この度、８月２日～３１日まで緊急事態宣言が発令されました。千葉県全域でも感染者数の増加が著しくあります。夏休み

期間で、ようやく就園児もたいむへ遊びに来られたり、小学生たいむも開催できる状況になったのですが、乳幼児を含む若

者の感染者が増えていること、千葉市内の感染者が増えていること、学内の状況等を踏まえ、やむを得なく８月は閉室する

ことといたしました。たくさんの方が楽しみにしてくださっていたのに、申し訳ございません。 

 9月以降の開室については、感染状況によって判断させていただきます。 

 

◆小学生たいむ中止について◆ 

 池谷ゼミの学生が企画をしていた「小学生たいむ」ですが、緊急事態宣言発令によるたいむ閉室に伴い、こちらの企画も

中止とさせていただきます。小学生がたいむに遊びに来られる機会だったため、スタッフも学生もとても楽しみにしていまし

たが、残念です。状況をみながら、何かの機会に遊びに来られるよう、今後検討していきたいと思います。 
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